
“ＨＥＩＳＥＩ”から“ＲＥＩＷＡ”へ～新しい時代の幕開け～

副校長 太田 直子

２０１９年４月１日、１１時４０分過ぎ、日本中

の人々が注目していたニュースが「新しい元号の発

表」でした。そして、いよいよ、５月１日、元号が

「平成」から「令和」に変わります。まさしく新し

い時代の始まりです。清々しい気持ちで期待を込め

ながら迎える方も多いかと思います。

さて、「令和」と変わる２０１９年度。学校は来

年度に新学習指導要領が完全実施となるため、様々

な準備を進める年となります。例の一つとして、移

行措置期間のために４、５年生の算数の教科書は、

補助教材が配布され、スムーズな移行が行われるこ

とになっています。また、東京オリンピックパラリ

ンピックまであと一年となったことから、あらため

て、体力向上、スポーツへの関心・意欲、豊かな国

際感覚、障がい者理解、ボランティアマインド、日

本人としての自覚と誇り、日本文化の理解、人権教

育等の課題などに対してさらなる充実が求められ

ます。そして、東京２０２０大会以降もレガシー（遺

産）として長く続けていくことを見据えた教育活動

を展開していくことになっています。

「平成」から「令和」へ。新しい時代への幕開け

と共に、今までとは大きく変わっていくものもある

かと思います。今まで人の力を必要としていた、人

でなければできない仕事が、いわゆる人工知能の活

用により人の力を必要としなくなる時代が来ると

いわれています。教育活動の中でもチョーク、黒板

だけの授業から、パソコン、タブレットをはじめ

様々な視聴覚機器などがますます活用される時代

が来ます。しかし、学校には、「人でなければでき

ないこと」もたくさんあります。児童の心のひだの

部分にいたるまでの深い理解、児童のつぶやきから

くみ取れる心の状態、明るく元気はつらつに遊ぶこ

とで深められる信頼関係。教師と児童、保護者との

温かいつながりは時代が変わっても大切にしてい

きたいことです。特に、本校では、道徳科の重点内

容項目として「礼儀」をあげ、力を入れて指導して

います。「礼儀」は人と人の温かいつながりを保ち

育むために大切なことです。「令和」には、「人々が

美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ」とい

う意味が込められているそうですが、まさしく、「礼

儀」を重視する本校の方針に重なり合う意味合いが

あります。塔山小学校の変わらぬ「よさ」を引き継

いで「令和」の時代も保護者、地域の皆様、関係諸

機関の皆様のご協力をいただきながら、充実した教

育活動を展開してまいります。

今月の目標
生活目標 塔山ルールをしっかり守ろう

保健目標 健康な体をつくろう

給食目標 食事のマナーを身に付けよう

美化目標 掲示物を点検し廊下をきれいにしよう

本校で制定している塔山ルールには、コロナウィルス感染症対策を含めて健康で安全にみんなが仲良く過ごす

ための「塔山新生活ルール」と、学習をしっかり身に付けるための「塔山学習ルール」があります。

保護者の皆様には今一度、塔山ルールの確認をお願いいたします。特に、持ち物、欠席の連絡、放課後や休日

の過ごし方等について、御家庭でもお子様と一緒に確認していただきたいと存じます。学校では特に、時間を守

り授業の始まる前に学習の用意を整えること、安全に廊下・階段を歩行することを重点に指導していきます。

野鳥の心
校長 狩野 裕之

本校では、６年生が入学したばかりの１年生のお世話をしてくれました。毎日、昇降口では靴の履き替えを手伝

い、教室ではランドセルを開けて中身を机の中にしまったり、ランドセルを片付けたりすることを手伝います。２

年生以上の学年の子どもたちには当たり前のことも、１年生には初めてのことばかりで、時間のかかることもあり

ます。それを６年生が優しく見守り、手助けをしてくれました。おかげで、登校時の１年生の行動もスムーズにな

りました。

また、地域班活動では、１年生の教室まで迎えに来てくれて、集合場所まで連れて行ってくれました。本当の家

族ではないのですが、まるで兄弟のように親身になってくれました。見ていてもとても微笑ましい光景で

した。それで思い出されることがあります。

私がかつて勤務していた多摩西部の小さな学校は、愛鳥モデル校として野鳥保護活動等を行っていました。ある

とき、地域の方からシジュウカラという鳥の雛が学校に届きました。巣から落ちた雛のようで、羽もかなり生えて

いて、もうすぐ巣立ちできそうなほどに成長していました。巣に返すことができなかったので、学校で世話をする

ことになりました。昼間は子どもたちが学校で餌をやり、夜や週末は自宅に持ち帰って私が親代わりを務めました。

日曜日の朝のことです。窓際の巣箱に入れていたその雛が鳴き出すと、庭に巣を作っていた別のシジュウカラが

餌をくわえて窓辺に寄って来るではありませんか。もちろん、学校から持ち帰った雛ですからこの鳥は、本当の親

ではありません。ひょっとして、世話をしにきてくれたのかなと思い、雛を巣箱に入れてそっと窓の外に置いてみ

ました。

思ったとおりに、そのシジュウカラは雛に餌をやっていました。そして、夕方近くになって、この仮の親鳥に導

かれた雛は無事に巣箱から飛び立っていきました。

それにしても、なぜこのシジュウカラは餌をやったり、巣立ちを助けてくれたりしたのでしょう。不思議でなり

ませんでした。

この時、私の大学時代の恩師の言葉を思い出しました。先生は、動物行動学の講義で「動物にも心がある。」と

おっしゃいました。正直なところ、当時は動物たちが人間のように「心」によって行動しているのか、私にはよく

分かりませんでした。でも、このシジュウカラの行動は、「動物にも心がある。」という恩師の言葉を裏付けるで

きごとになりました。さわやかな初夏のシジュウカラの巣立ちの光景と恩師の言葉は今も私の心に印象深く残って

います。

さて、５月１０日から１６日までは愛鳥週間です。緊急事態宣言のために不要不急の外出は控えなければなりま

せん。中野区は決して自然が豊かとは言えないかもしれません。でも、身近に野鳥はいます。窓から外を見たり、

外出したりしたときにちょっとしたバードウォッチングはいかがでしょうか。「今、あの鳥は何をしているのかな。」

「何を思っているのかな。」などと「野鳥の心」に思いを巡らせてみてはいかがでしょうか。

令和３年度 ５月号
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児童数 【４月３０日時点で ４７８人】塔山だより



ス・・スクールカウンセラー在室

心・・心の教室相談員在室５月の行事予定

日 曜日 行事 ス 心

1 土

2 日

3 月 憲法記念日

4 火 みどりの日

5 水 こどもの日

6 木 安全指導 〇

7 金 眼科（２・４・６年生） 〇

8 土
土曜授業日（公開なし）

引き渡し訓練（１・２年生）

9 日

10 月
委員会②

心臓検診（１年生・該当児童のみ）

11 火 眼科検診（１・３・５年生） 〇

12 水
尿検査１次

４時間授業

13 木 耳鼻科検診（全学年） 〇

14 金 〇

15 土

16 日

17 月

クラブ③

視力・聴力（２年生）

教育実習始

18 火 〇

19 水
尿検査１次（追加）

４時間授業

20 木 〇

21 金 〇

22 土

23 日

24 月

25 火 〇

26 水

27 木 全国学力調査（６年生） 〇

28 金 ５時間授業 〇

29 土 運動会

30 日 運動会予備日

31 月 振替休業日

退職の挨拶

塔山小学校の子どもたちは、それぞれ

に自分の成長の芽を豊かにもっていま

す。その芽が成長するリズム、タイミン

グをそばで見守ることができてとても

楽しく幸せでした。短い間でしたが本当

にありがとうございました。

教諭 鴨 絹世

大変お世話になりました

今までありがとうございます

運動会に向けて

５月２９日(土)に運動会が予

定されています。感染症対策及び

熱中症対策のため、昨年度同様、

学年ごとに時間を分け、昼食のな

い午前のみの開催となります。保

護者の参観も当該学年のみとし、

人数の制限をさせていただきま

す。現在緊急事態宣言が発令され

ている中では、学年での練習がで

きない状況です。今後の感染状況

によっては、延期または中止の可

能性があります。詳細が決まり次

第、別途御連絡させていただきま

す。


